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2025年9月26日・27日

日経・東証IRフェア2025
会社説明会



会社概要



当社の主な事業所



グループ会社

 

 



13.3％
（2025年3月期）

数字で見るトーカロ

約1,340億円
（2025年9月19日現在）

50
（DOE５％以上）

23.2％
（2025年3月期）

3.20％
（2025年9月19日現在）

45.7

配当利回り

経常利益率

配当性向 ROE

国内シェア(溶射） 時価総額

✨国内NO.1
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トーカロのあゆみ

1960

・1951年東洋カロライジング工業(株)設立
・1958年金属溶射分野の研究開始
・1959年東京工場を新設

鉄鋼分野の成⾧ 半導体分野
への参入

半導体・海外市場
の拡大

1950 1970 1980 20001990 2010 2020

・1960年溶射部門の
本格的営業を開始

・1969年小倉工場を新設
（現北九州工場）

・1973年水島工場を新設
（現倉敷工場）

・1980年名古屋工場を新設
・1981年トーカロ(株)に商号変更
・1982年 明石工場を新設
・1985年 海外企業への技術供与開始

・1996年株式を店頭登録

・2001年MBO実施に伴い、
店頭登録廃止

・2003年東証2部上場
・2004年日本コーティング

センターを子会社化
・2005年東証1部上場

東華隆（広州）設立

・2011年東賀隆（昆山）設立
漢泰国際電子設立
宮城TSC設立

・2012年 NEIS＆TOCALO(Thailand）設立
・2015年 TOCALO USA,Inc設立
・2017年 PT. TOCALO Surface 

Technology Indonesiaを設立

・2022年プライム市場へ移行
・2024年 NEIS & TOCALO 

(Thailand) を完全
子会社化し、 TOCALO
Surface Technology 
(Thailand）に商号変更 
株式会社寺田工作所
の全株式を取得



当社の表面改質技術

当社は厚膜から薄膜までの多種多様な表面改質技術を保有しており、顧客の様々な製品・生産設備に対して
一品一様のオーダーメイド仕様での加工サービスを提供。



溶射とは



業績の推移
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連結子会社 売上

トーカロ売上(半導体･FPD)

トーカロ売上(半導体･FPD以外)

経常利益(連結)

売上高

（単位：百万円）

経常利益

（注1）2004年度から連結決算 （注2）2023年度は2023年5月発表の業績予想数値 （注3）2025年度は2021年11月公表の中期経営計画における数値

Copyright (c) TOCALO Co.,Ltd. All rights reserved.
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中期経営計画の目標（売上高530億円、経常利益120億円）を1年前倒しで達成

2030年には連結売上高を800億円まで伸ばすイメージ

800億円～
2030年

＜2025年３月期＞
売上高 542億円

経常利益 125億円

売上・利益過去最高



さまざまな産業界に拡がる事業領域

25/3月期

542億
31百万円

(連結)

半導体・
ＦＰＤ
45%

産業
機械
9%

鉄鋼
7%

その他
12%

その他表面処理加工
(TD/ZAC/PTA) 5%

海外
17%

国内
5%

子会社
22%

溶射加工(単体) 73%

その他分野
 石油精製・化学プラント関

連
 製紙ロール
 ガラス搬送ロール
 風力・水力発電設備部品
 航空機エンジン部材 など

鉄鋼分野
 炉内ロール、亜鉛浴中ロール など
 耐ビルドアップ(堆積物)
 耐熱
 耐摩耗
 耐食

産業機械分野
 電気絶縁ベアリング
 発電用ボイラーパネル
 ガスタービン部材
 電極材製造装置部品 など

半導体・ＦＰＤ（フラット
パネルディスプレイ）分野

 半導体･ＦＰＤ製造装置部品
 発塵防止(耐プラズマ)
 静電吸着
 帯電防止

Copyright (c) TOCALO Co.,Ltd. All rights reserved.
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8,914 

10,571 11,003 

9,662 

12,561 
13,000 

2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

（予想）

22.7%
24.1%

22.9%

20.7%

23.2% 22.8%

39,294 
43,813 

48,144 46,735 

54,231 
57,000 

2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

（予想）

売上高(百万円)

PO INT

売 上 高 経 常 利 益
前期比
+5.1％ 前期比

+3.5％

経常利益率

経常利益(百万円)

Copyright (c) TOCALO Co.,Ltd. All rights reserved.
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売上高と経常利益の見通し

2026年3月期の見通しは売上高570億円、経常利益130億円
2025年3月期の経常利益率は23.2％

経常利益率

23.2％
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半導体・FPD分野

半導体製造装置部品取り扱い事例

主要なお取引先様 ◆ 東京エレクトロン株式会社
◆ Applied Materials Inc.

付加する機能①

洗浄 成膜 洗浄 ﾚｼ ｽ゙ﾄ
ｺｰﾃｨﾝｸﾞ 露光 現像 エッチング 不純物

注入
ﾚｼ ｽ゙ﾄ
剥離 検査組立

※ エッチング工程とは？
焼き付けられたレジスト以外の部分を削り取る工程

半導体製造工程 (前工程)

静電チャック

チャンバー部品
付加する機能②

ドライエッチング装置

シリコンウェハを静電気で
吸着 (固定) させる

耐プラズマ性 (発塵防止)
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駆動モーター

◆ ガスタービン部材
◆ 電気絶縁ベアリング
◆ 発電用ボイラーパネル など

電気絶縁ベアリング

火力発電所

取り扱い
事例

産業機械分野

電気絶縁性
(電食防止)

耐食性

◆ 炉内ロール
◆ 亜鉛浴中ロール など

取り扱い
事例

鉄鋼分野

産業機械分野・鉄鋼分野

シンクロール（浴中ロール）

付加する機能

耐熱、耐ビルドアップ、
耐食、耐摩耗など
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その他の分野（溶射）・その他表面処理

製紙ロール

航空機部品

石油精製

水力発電

耐熱、耐食、耐摩耗など

付加する機能

◆石油精製・化学プラント関連
◆風力・水力発電設備部品
◆製紙ロール
◆航空機エンジン部材 など

取り扱い
事例

その他の分野

取り扱い
事例

その他表面処理

◆TD処理
・農業機械、金型など
◆ZAC処理
・医療、半導体製造装置部品など

■ＴＤ処理 ■ZAC処理

農業機械部品

医療関連

半導体製造装置部品
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国内子会社・海外子会社

自動車関連向け切削工具

本社：神奈川県
出資比率：100％

■日本コーティングセンター株式会社

本社：福岡県
出資比率：100％

■株式会社寺田工作所

各種機械加工

取り扱い
事例

国内子会社

◆自動車関連向け切削工具
へのPVD処理加工

◆精密機械加工 など

取り扱い
事例

◆半導体製造装置向け
◆鉄鋼、産業機械分野 など

海外子会社（連結4拠点）

＜中国２社＞
■東華隆(広州)表面改質技術有限公司

・鉄鋼、産業機械
■東賀隆(昆山)電子有限公司

・半導体製造装置部品のリコート

＜台湾１社＞
■漢泰国際電子股份有限公司

・半導体製造装置部品のリコート

＜アメリカ１社＞
■TOCALO USA, Inc.

・半導体製造装置部品向け溶射加工

2025年9月設立予定
TOCALO USA Arizona LLC（仮称）
資本金：1百万USドル（約1億45百万円）
大株主及び持ち株比率：TCA100％
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さまざまな分野での活躍

環境エネルギー分野を中心に、航空機、防衛関連事業にも注力

バイオマス発電所
水素関連

ガスタービン

航空機関連
防衛関連



先進的な機能性皮膜の開発・提供を通じて、お客様の様々なニーズに応えます。

Copyright (c) TOCALO Co.,Ltd. All rights reserved.
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官民研究機関

国内外の
主要大学

産学官共同研究

全国の取引先

共同開発・
特許の共同出願

溶射技術開発研究所

お客様の未来を創る、機能性皮膜開発

特許保有件数

251件 274件
特許出願件数

31件 32件

目標

280件

(2021年度実績) (2024年度実績) (2021年度実績) (2024年度実績)

目標

30件

＜2024年度実績＞

24億52百万円
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半導体分野の成⾧を支える工場棟の建設

■ 2025年７月 北九州工場 新棟の着工
用途・目的： 半導体製造装置部品向け表面処理加工の生産能力強化
所在地 ： 福岡県京都郡苅田町鳥越町10-8、10-9
建築面積 ： 約1,984㎡ 延床面積：約6,994㎡
建設費用 ： 約32億円 ※生産設備は含みません。
操業開始 ： 2027年5月（予定）

用途・目的：半導体製造装置部品向け表面処理加工の生産能力強化
所在地 ：千葉県船橋市豊富町631番13
建築面積 ：約3,734ｍ２ 延床面積：約14,201m2

建設費用 ：約67億円 ※生産設備は含みません。
操業開始 ： 2027年末（予定）

■ 2025年８月 東京工場行田事業所 新棟の着工

今期の設備投資額は前期の約1.8倍 の 90億円（予定）

2030年に向けて200％の生産キャパ増強（2024年度比）
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38.9% 39.6% 41.4%

50.2% 50.2% 50.0%

35.00 

45.00 
50.00 53.00 

68.00 70.00 

12.50 20.00 22.50 25.00 30.00 34.00 
22.50 

25.00 27.50 28.00 

38.00 36.00 

2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期

（予想）

連結配当性向５０％ 程度およびＤＯＥ（純資産配当率）５％以上を目標

5期連続増配を達成、今後も安定配当を継続する方針

Copyright (c) TOCALO Co.,Ltd. All rights reserved.
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1株当たり中間配当額(円)

株主還元方針と配当予想

1株当たり期末配当額(円)

PO INT

配当性向(連結)
202

2026年3月期
年間配当額(予定)

７０円
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ミニ会社説明会の振り返り

本日の最重要ポイント

トーカロは国内溶射市場で4割強の圧倒的なシェアを誇る

リーディングカンパニー

半導体市場の成⾧に確実に対応するため、国内外ともに戦略的な
設備投資（90億円予定）を実施

連結配当性向 50％程度および純資産配当率 (ＤＯＥ) ５％以上を目標、

2026年3月期の年間配当は 70円 を予定。



21

お問合せ先など

コーポレートサイト上で掲載している当社に関する情報

統合報告書中期経営計画 サステナビリティレポート

ファクトシート

ＩＲサイトトップ ＩＲメール配信登録 会社紹介動画

<お問合せ先>
トーカロ株式会社 経営企画部

Email : ir@tocalo.co.jp



ご清聴ありがとうございました。



本資料における将来に関する記述は、発表日現在、当社が入手可能
な情報に基づいて判断したものであり、今後のさまざまな要因によ
り、実際の業績等はこれら見通しと大きく異なる結果となる可能性
があります。

注意事項

Copyright (c) TOCALO Co.,Ltd. All rights reserved.

お問い合わせ先
トーカロ株式会社
経営企画部
TEL: 078-303-3433 (代)



2021/3期 2022/3期 2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期
実績 実績 実績 実績 実績 予想

 受注高 39,021 45,394 48,419 47,505 56,159 ー

 受注残高 6,143 7,896 8,349 9,260 11,349 ー

 売上高 39,294 43,813 48,144 46,735 54,231 57,000

 営業利益 8,890 10,255 10,558 9,197 12,271 13,000

 経常利益 8,914 10,571 11,003 9,662 12,561 13,000

  経常利益率 22.7% 24.1% 22.9% 20.7% 23.2% 22.8%

 親会社株主に帰属する当期純利益 5,463 6,909 7,350 6,326 8,052 8,330

 1株当たり当期純利益（EPS） 89.86円 113.62円 120.83円 105.53円 135.45円 140.11円

 総資産 64,183 69,517 74,263 77,940 81,676 89,900

 自己資本 44,201 49,099 53,839 55,460 60,646 64,700

 自己資本比率 68.9% 70.6% 72.5% 71.2% 74.3% 72.0%

 自己資本利益率（ROE） 12.9% 14.8% 14.3% 11.6% 13.9% 13.3%

 総資産経常利益率（ROA） 14.2% 15.8% 15.3% 12.7% 15.7% 15.2%

 投下資本利益率（ROIC） 11.9% 13.0% 12.5% 10.2% 12.7% 12.6%

（百万円）
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経営指標ハイライト（参考）

(注) ROE＝親会社株主に帰属する当期純利益÷期中平均自己資本、ROA＝経常利益÷期中平均総資産、ROIC＝税引後営業利益÷期中平均投下資本

売上高及び営業利益は、2022/3期の表示方法の変更（「受取ロイヤリティー等」の計上区分を営業外収益から売上高に変更）を反映した組替え後の数値です。
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外部からの評価（参考）


